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日蝕観測について
　　　　　　　　　　　　京都帝大花山天丈皇
　　　　　　　　　　　　中　　村　　　要
　1観測族行p其他観測の實況に止し一。　（t，他で詳細に執筆ぜられる事であるから，
　自分〔i！將來に於て幾分肇考（なる様な樂屋話し為書いておきすこい・
　今度の日蝕が二方年度の初めに當って居ナこ爲に，二巴其のものにも多少
の事故があったのみならす，観測の準備にも影響があった．何ごいっても
先立つものは経費であるから，昨年末に観測に出張し得る事が決定してか
らでなければ，實際の準備にミりかNれないのであった．今年一月早々か
ら急いで準備を始めた所で，始めての海外出張であるので，日蝕用の野飼
な器械εてはなく，使用中の機械を改造するか，或は新しく作って間に合
はされねばならぬのであっte．赤道儀を改造するにしても京都の緯度は35
度であるし，観測地は約5度であるから，此0）間に30度の差がある．憂
極式の赤道儀なれば容易な問題であるが，極軸の傾きか固定しt赤道儀で
は30度も攣へる事が困難な下りでなく，極軸が殆ん8水門になる關係上，
極軸のベアリングについても考慮しなければならない．
　携行する器械で直ちに西村製作所へ工作の注文をしたのは，何時も皆労
に持出す10センチのハiデ赤道儀であって，緯度を改装する外に，新し
く蓮韓時計を作る事ε，熱欝用のカメラ，其他，李下鏡や凹面鏡の墓架で
あった．此れ等の完成を3月10日に堅く約束しておいナこ．一方自分では
汐干レンズの準備及び加工にSりかxつたのである．2月IO口頃に山木
博士から33センチ，カルゾー赤道儀を持参したいミいふ相談があっナニけ
れさも，此れは緯度56度の固定極軸のものであるし，時日も少ないので
沙汰止みミなった．再び20日頃に此の話しが再燃して，33センチよりも
覗野も廣く，改製も容易な25センチのブラシアー反射赤道儀を持出す事
に決めた．スマ1・うで使ふ爲には60貫もある窒架を新調しナこり，蓮韓畦
計の付け愛へ等の仕事であるが，細物の爲の實大の木型を作るだけでも可
なり時日がかxるし，叉一定の能牽しかない小さな工場に此れだけの大仕
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事を割込む事は時日の黒占で可なり心配であった．
　2月25［1頃から新しい爲眞黒枠が出潮上ってくるし，3月始めから10
日までに，工作器械，日用維貨，爲眞乾板，藥品等が揃ひ，器械工作も10
日までに出來上るし，グラブの30センチ「シー一・vスタット」も7日に着い
て試蓮韓を断つナこ．荷prgは3月5日に注文して，12日から荷造を始め，
17日に完了獲罪した．荷物は合計21箇であったが，分光器に回する三ケ
εラヂオ器械一一ケを除いて17箇は，自分だけで準備をし九ので相野急が
しかつナこ．荷物の総重量は約31・ンであった．荷物も蓮迭店に渡してしま
へば，あミは船に積込むまで書類の事だけで心配のない事である．
　殊にくごラワン港に着いから，El本に重るまで，當り前なら一苦勢をしな
ければならない荷物蓮途は一切野村農園で世話して下さったので非常な幸
であっtこ．
　　　　　　　　　　　コロナ撮影用のレンズの事
　日蝕の計叢が進むにつれて特に必要を感じたものは大型のコUナ爲眞を
撮影する爲の長焦黒占のレンズであっナこ．此れが口径は15センチは慾しか
つたが，念に硝子材か間に合ふものでないから，其の時手許に径11セン
チ弱の英パーソン會吐製の天文建物レンズ用の硝子材があったので此れを
使ふ事にしナこ，さて封物レンズは爲眞用に使ふものであるから，其の設計
の方針について惑った．先づ30センチ，bツク赤道儀の封物レンズで，
口径を8センチ即ちF60位に絞って月を撮影しナこ結果，全ロ径で正平
乾板ε黄色スクリンによって眼硯焦黒目で撮影したものxE，絞って眼覗焦馳
から約10ミリ外側にある露召出鮎で普通乾板で撮影しtものこ其の鮮冤
名には殆んE“差がない事を確めたのである．青のF線ミ紫のH線を色濡
しにしナこ純爲眞用レンズであれば像は申し分ないに相違ないが，長焦黙レ
ンズの事であるから先づ8センチのレンズを試作して自分の考を確めた・
此れは純爲眞用及眼覗用の中間IV　Sつナこ，黄のD線E紫のG線が一致す
る様に作つナこ．出來たレンズの焦鮎を調べるεD線ごG線は，2・ミリ以
内まで一瓢が一・致して居るし，黄ε紫の鮮色像も豫罷通り鋭いので十セン
チ孚のレンズも此の通り設計した．
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　封物レンズの型は第二，三面等曲，第四Zド面の簡軍な型を選び，面の修
正には第四李面は球面鏡で，第三凹面はフーコー試験で，第二凸面は第三
凹面E＝ユートンリングで，第一・面は組合してオー1・コリメーシオン法に
より，黄及び紫のスクリンを通して修正しt，何れも球面牧野は極めてよ
く除く事が出來ナこ．球面皐径の決定は京都で器械工に作らせた手細工岡様
なスフエロメ・一ターで測つナこのである．其の不正確な事や，誤測や，研磨
による攣形等で10センチ牛の確定焦目占距雛10米が9．65米，8センチの
3．87米が3．73米に特選上つナこ．何分長焦黒占のレンズであるから10．5セ
ンチのレンズの曲面の深さで，0．001ミリの誤りが焦粘距離で10センチ
の差を起すのであるし，曲面はピッチ研歴で一般に短くなるから下定より
少し短くなった事は止むを得ない事が多かつナこであらう，製作に際しては
Clock　micrometerの助1ナでレンズ周の厚さを0．01ミリまで揃へて正確な
センターリングを行ったのである，更に精密にやる爲にCentering　Iathe
に取付けナこ所，レンズ面が極めて淺い爲にセンターリングが實に困難であ
っナこから周園を減らすだけに止めた．これは思ひがけない事故であっk，
　二つのレンズは京都では暗室及び眼視検査だけで，スマトラで始めて窮
眞に使ったのである．4月20日を過ぎナこ満月の頃，針子をするミ眼視的
に焦馳の榴硝子板で焦馳を見て，其のまN撮影しナこら設計の様に何れも極
めて鋭い像が得られ，墨黒占決定の爲ε思って澤山準備した乾板も大方不要
になった様な事であった．其後書聞に焦貼の攣動を調べた．時によるミ3
センチ位の差が起る．これは，側面鏡や，財物レンズ其のも0）が太陽の熱
によって攣動を受ける爲である．封物レンズは此の事を豫想して思ひ切っ
て厚く作ったのであるが太陽の鰭だけは避けられないから致し方がない．
焦鮎がかく憂動ずる場合DG．外囲レンズは焦黙決定に非’常に便利である．
だが焦黒毛は夜間に決定しアこものか，豊間決定したものか，或は皆既の前に
断定したものか，皆既八時に何れが良いか，これは決定する事が出郷なか
つナこ．
　　　　　　　　　　　爲眞作業について
　日蝕観測が9割9分まで窮眞でなされる爲に，爲眞乾板に封ずる諸種
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の注意が必要な事はいふまでもない．殊に南洋は高温の地である爲に心配
が多かった．爲眞乾板は往つた先で購入するものは別εして，日本内地で
普通求め得る種類のものを焦黙決定，試爲等の實験用に藪打及び日蝕用及
び豫備品ξして各一打づX，不自由のないだけ購入しナこ．叉現像藥品等は
乾板総ての表面債を計算の上，約三割の豫備を加へて準講した．此れ等は
荷幽の内部を国力板で貼りつめ，ノ、ンダで密封して往つたのである．シン
ガホ：Pルに着いて，かねて聞いて居ナこ同地の材料問屋江畑洋行で新しい乾
板を一一打づX求め，又メダン市でも江畑支店で別種のものを求めナこ．
　其の一切の種類は，
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　荷物が到着後，試用した経験によるミ，到着までには少しも故障はなか
った様である．荷三内を密封しておかなかつナこなれば幾割かは多少悪くな
った事であらうミ思ふ．ti”：　N“到着後Cramer　hispeedの手札乾板だけは灘
氣及高温の爲か一日一日ミかぶりが馴して燧に全く使用に耐へなくなって
しまった、乾板は需用の多い新鮮なものが第一等であるし，かぶりのあろ・
ものは不良な乾板である，
　高温度の南洋に於ける現像は何よりも心配な事であった．切角の大事な
爲眞の膜を溶かしてしまっては全く耐へられない事である．カラン’イS
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親閲では非常に水が不自由である．井戸を堀っても水は出ないから，河水
か雨水を使って居る．河水も美しいものではない．河水は絶えず降雨のあ
る森林から，又赤土のある地方から來るのだから，降雨後の赤い河水ε同
じ赤い水しか得られない．此れを砂利岩の濾過壷で滴々濾過して使って居
る．雨水ミても可なり赤い，河水の温度は縄えす撮氏28度であり濾漫し
tこ水は滴．々落下する鳥に黒化熱で冷却して25－26度であった．であるか
ら大して高温でもない．さて現像を始めるミ毒しナこ困難でもない・当否が
高いだけ現像も迅速であって，E“うしても一且乾板を水洗してから現像し
ないε斑が出誤るが，現像してから普通の酸性土著液によって定着し，吹
に直ちに明磐液に浸して約五分輩膜を終って約三十分水洗すれば膜を溶か
す心配はなかつナこ。普通のフィルムでも明直なしに膜を溶かす様な事はな
かった，現像液は次の様なものを使つtこ．これは自分が大分前から夏期高
温用萬能液Eして使って居るもので炭酸曹達が少いので現像中に膜がゆる
まない．
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　温度が高いからハイドロキノンが馬鹿に強く働く．此れ以外アミドル現
像液も良さそうであった．5月6日には約2キロの氷を準備してもらっ
て氷を使つfこ實習も行ひ，日蝕當夜には氷を十キVも用意してもらつt　fO’｛，
實際には水洗に少し氷を使つk位ですませる事が出国た．ナこS■h水の不足に
幡まされたのであった．あミニ日では漁る心配も少いので5月7日には
自分の使ふ四つ切乾板を始めεして，大部分の日蝕用乾板を封切りして一
枚づN未感光のま、現像した．クレマー及びマリオン乾板が多少悪くなっ
て居る事が分かつたので，此れによって使用乾板の豫定に多少の攣更を加
ヘナこ．爲眞作業に水が不自由であっナこ事は何よりも苦しかったが，爲眞現
像其のものは思ったよりも樂であった．將來の日蝕計蟄には水に封ずる取
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調べを忘れてはならない．
　日蝕當日の事は後廻しミして，乾板の成果其のものについて少しつけ加
へておきtい．使用した乾板には特別製のものはなく，普通の商品乾板し
か手に入らなかつナこのであるが，其れでも敷年前に比し幾種もの新式の乾
板，特に高速度のものが手に入つナこ．乾板を選繹するにやNもすれば保守
的になり易いものであって，新しい種類のものには躊躇し勝ちであるが，
撮影乾板こ種類ミを調べて見るミ，比較的良い種板の殆んS全部が新しい
高速乾板であった事は注意すべき事である．若し20年前に今度の様な雲
に妨げられた日蝕に出車つたなれば，美しい日蝕の爲眞は多分得られなか
つナこに相違ない．少なくミも乾板の改良によって我々は二十年前に比して，
日蝕其のものx時間を2－3倍に引延し得ただけの敷果があったのである．
高速乾板は銀粒が荒いミいふ訣黙はあるが，用途によっては差支へなき事
である．（最近の雑誌によるεフィリピン島の英國の観測隊では僅かのシ
ラスを通しても赤外線乾板では其の害を受けなかつナこそうである．京都隊
の使つナこ全色乾板も可なり雲に打勝って居る．）
　　　　　　　　　　　　　鶴東京天文蔓
　　　　　　　五十鈴釧の功績を昔語りに持て齢された礒骸
　慶嘘の如き麻布飯倉の蕉東京天文蔓は新天文塁が三鷹村に建設されてか
ら殆曹不用ミなり帝大及文部當局者はこれの虚分に就て種々研究を重ねた
が目下殆さ持餓しの状態にあり驕係者も困り果てx居る現在東京天文室は
僅かに帝大理學部天文科生徒七八名の實験観測所Sして使用するに過ぎす
壁は落ち天井は破れ灘草は伸びるにまかせて訪れる者をして一種の怪奇的
感情を起さしむる程荒慶して居るが岡天文壼は海軍観象壷から内務省地理
局εなり明治二十一ギに帝大理學部星學教室ミなつて過去五十年以上の歴
史を持つ實に我國天文學獲詳の地こ言へる右につき帝大理學部及び螢μ課・
を訪へば語る
　　庶布の東京天文皇はラヂオ，建物，悪室氣等の障害を受けて最早天醒
　観測が困難である上本校ε遠く離れてゐるので學生の授業にも不仮で早
　晩適當の方法を溝じtい考へですが繰延で其のま・こなつて居りますあ
　の敷地を費れば六七十萬圓は浮ぶでせうがねえ云々。（或る新聞より）
